
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
創
造

地
震
へ
の
備
え
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

き
た
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
南
海
ト
ラ

フ
の
巨
大
地
震
に
よ
る
最
新
の
被
害
想
定

を
反
映
し
た
地
域
防
災
計
画
と
地
震
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を
行
う
ほ
か
、

市
内
木
造
住
宅
や
公
共
施
設
の
耐
震
化
を

さ
ら
に
促
進
し
ま
す
。

整
備
後
一
定
期
間
を
経
過
し
た
橋
梁
や

水
道
施
設
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
の
修
繕
計
画

の
策
定
と
長
寿
命
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

昨
年
の
京
都
府
南
部
を
襲
っ
た
集
中
豪

雨
に
よ
る
天
井
川
決
壊
な
ど
の
被
害
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
市
内
の
危
険
性
の
高

い
天
井
川
に
つ
い
て
切
り
下
げ
工
事
の
一

層
の
促
進
を
図
る
ほ
か
、
天
津
神
川
の
治

水
対
策
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
職
員
へ
の
招
集
命
令
や

災
害
情
報
の
発
信
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
こ
と
で
、
危
機
管
理
能
力
を
強

化
し
、
自
然
災
害
か
ら
の
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。災

害
時
に
一
定
の
配
慮
が
必
要
な
高
齢

者
な
ど
へ
の
対
策
と
し
て
、
要
配
慮
者
を

一
時
的
に
受
け
入
れ
る
福
祉
避
難
所
の
設

置
に
取
り
組
み
ま
す
。

防
犯
対
策
と
し
て
、
近
鉄
新
田
辺
駅
周

辺
に
続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
三
山
木
駅
周

辺
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
学

校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
強
化
や

歩
道
整
備
を
行
う
こ
と
で
、
引
き
続
き
安

全
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

つ
な
が
り
に
よ
る
地
域
力
の
創
造

市
民
活
動
を
始
め
よ
う
と
す
る
人
を
対

象
に
講
座
を
開
き
、
市
民
団
体
の
育
成
を

図
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
で
は
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
～
楽
歩
塾
～
」
を
開
催
し
健
康
増
進

と
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
図
る
ほ
か
、
小

学
校
で
食
育
教
室
を
開
き
、
食
生
活
を
通

じ
た
健
康
の
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
で
は
、
市
立
三
山
木
保
育

所
と
私
立
み
み
づ
く
保
育
園
の
移
転
の
支

援
や
病
気
中
の
子
ど
も
の
保
育
の
ほ
か
、

保
護
者
の
都
合
で
児
童
の
養
育
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
の「
子
育
て
短
期
支
援
事
業
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
で
は
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
創
設
し
、
介
護

施
設
な
ど
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

を
促
進
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
独
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
見
守
り
活
動
を
充
実
し
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
で
は
、
手
話
教
室
の
充

実
や
点
訳
・
朗
読
奉
仕
員
の
養
成
を
図
り
、

社
会
参
加
を
支
援
し
ま
す
。

地
域
の
輝
き
と
活
力
の
創
造

農
業
で
は
、
市
特
産
の
田
辺
な
す
・
え

び
い
も
・
玉
露
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
新
規
就

農
を
含
め
た
後
継
者
の
確
保
に
取
り
組
み

ま
す
。
玉
露
に
つ
い
て
は
、
今
年
京
都
府

で
開
か
れ
る
全
国
茶
品
評
会
で
の
日
本
一

の
奪
還
に
向
け
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

商
工
業
で
は
、
新
製
品
の
開
発
や
産
学

連
携
を
支
援
す
る
ほ
か
、
海
外
の
展
示
会

へ
の
出
展
に
も
支
援
を
拡
大
し
ま
す
。

観
光
で
は
、
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
る
ほ
か
、
市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
魅

力
創
出
と
し
て
、桜
の
季
節
に「
観
音
寺
」、

紅
葉
の
季
節
に「
一
休
寺
」の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
に
取
り
組
み
ま
す
。

し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る

社
会
の
創
造

市
南
部
の
拠
点
整
備
と
し
て
三
山
木
地

区
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
の
最
終
的
な

工
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
甘
南
備
山
に
つ

い
て
、
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
協
定
の
締
結

を
契
機
に
、
登
山
道
の
整
備
な
ど
に
よ
っ

て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン

グ
な
ど
に
も
親
し
め
る
環
境
整
備
を
検
討

し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
に
加
え
家
庭
用
燃
料
電
池
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
の
設
置
に
つ
い
て
も
助
成
対
象

と
す
る
こ
と
で
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削

減
に
取
り
組
み
ま
す
。

京
田
辺
の
未
来
を
さ
さ
え
る

人
づ
く
り

教
育
現
場
で
深
刻
化
し
て
い
る
い
じ
め

問
題
や
不
登
校
な
ど
の
教
育
課
題
に
専
門

的
な
対
応
を
行
う
た
め
、
臨
床
心
理
士
を

配
置
し
ま
す
。

市
立
幼
稚
園
の
今
後
の
運
営
や
経
営
の

あ
り
方
・
具
体
策
に
つ
い
て
、
子
育
て
支

援
の
観
点
も
含
め
、「
幼
保
連
携
推
進
会

議
」
で
検
討
し
ま
す
。

「
中
学
校
昼
食
等
検
討
委
員
会
」
に
よ

る
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
中
学
校
給
食
に

つ
い
て
の
方
向
性
を
示
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

普
賢
寺
小
学
校
に
お
い
て
、
地
域
と
の

協
働
に
よ
る
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
向

け
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
制
度
」

の
導
入
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

各
小
学
校
の
空
調
設
備
の
設
置
に
向
け

た
実
施
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。
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市
は
、
京
田
辺
市
国
民
健
康
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
加
入
者

に
「
外
来
〈
半
日
〉
人
間
ド
ッ
ク
」

「
脳
ド
ッ
ク
」「
併
用
〈
人
間
・
脳
〉

ド
ッ
ク
」
の
受
診
費
用
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

国
民
健
康
保
険
＝
国
民
健
康
保

険
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
世
帯

で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

▼
５
月
７
日
現
在
、
３０
歳
以
上

７５
歳
未
満
（
昭
和
１３
年
５
月
８
日

以
降
生
ま
れ
）
で
、
市
国
民
健
康

保
険
に
１
年
以
上
継
続
し
て
加
入

し
て
い
る
▼
入
院
・
妊
娠
し
て
い

な
い後

期
高
齢
者
医
療
＝
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

い
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

▼
５
月
７
日
現
在
、
市
後
期
高

齢
者
医
療
に
加
入
し
て
い
る
▼
入

院
し
て
い
な
い

【
健
診
機
関
・
内
容
】

左
表
の
と
お
り

【
申
請
方
法
】

市
か
ら
郵
送
す
る
申
請
は
が
き

を
返
送
す
る
か
、
国
保
医
療
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い

【
申
請
期
限
】

５
月
７
日
㈫（
当
日
消
印
有
効
）

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

国
保
医
療
課
（
☎
６４
・

１
３
３
２
、
☎
６４
・
１
３
７
４
）

子宮頸がん予防ワ
クチン・ヒブワクチ
ン・小児用肺炎球菌
ワクチンは、予防接
種法の改正で４月か
ら定期接種となりま
した。
病気の発症や重症
化を防ぐため、ぜひ
受けてください。

接種場所＝委託医
療機関
費用＝無料
問合せ先＝▼子宮
頸がん予防ワクチン
…健康推進課（☎
64-1335）▼ヒブ・
小児用肺炎球菌ワク
チン…子育て支援課
（☎ 64-1377）

市は、高齢者の健康のため、
はり・きゅう・マッサージの
施術費を助成する「高齢者は
り・きゅう・マッサージ施術
費助成証明書」を交付します。
対象＝市内に住民登録をし
ている 65 歳以上の人
交付枚数＝申請月から平成
26 年 3 月までの月数分。1
カ月１枚で上限 12 枚
助成額＝保険適用外施術 1
回 2,000 円（市と施術所が各
1,000 円を負担）

施術費が 2,000 円以下の場
合を除きます。
申請方法＝健康保険証・印
鑑を持参してください
使用・申請期限＝平成 26
年 3月 31 日㈪
申請・問合せ先＝国保医療
課（☎ 64-1374）

国民年金保険料の学生納付特例の申請
を受け付けています。
学生納付特例は、学生の前年の所得が
一定額以下の場合に、保険料の納付が猶
予される制度です。平成 24 年度分の申
請期限は 4月 30 日㈫です。
対象＝大学（大学院・短期）・高等学校・
高等専門学校・専修学校・学校教育法に
規定され修業課程が 1年以上の各種学校
などに在学する 20 歳以上の人
承認期間＝申請のあった日の属する年度
学生納付特例を受けている期間は、老
齢基礎年金の受給資格期間には含まれま
すが、受給額の計算対象となる期間には
含まれません。受給額を減らさないため
には、承認を受けてから 10 年以内に保
険料を納付することが必要です。
未納のまま事故・病気で障がいが残っ
た場合は、障害基礎年金を受給できない
ことがあります。
申請方法＝学生証か在学証明書・年金
手帳・印鑑を持参してください
申請・問合せ先＝市民年金課（☎ 64-
1333）

市
は
、
京
田
辺
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
同
審
議
会
は
、
男
女
が

尊
重
し
合
い
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
計
画
や

施
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。　

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
し
、
８

月
１
日
現
在
２０
歳
以
上
の
人

任
期
＝
８
月
１
日
か
ら
２
年
間
。
報
酬
あ
り

会
議
の
回
数
＝
平
日
に
年
２
回
程
度

定
員
＝
２
人
。
多
数
の
場
合
は
選
考
し
ま
す

応
募
方
法
＝
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
生
年
月
日
・

性
別
・
電
話
番
号
・
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
（
市

外
の
人
）
と
、
応
募
動
機
（
４
０
０
字
程
度
）・

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
活
動
な
ど
の
経
歴
を

書
い
て
持
参
・
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

結
果
は
、
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

し
め
き
り
＝
４
月
３０
日
㈫（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
・
問
合
せ
先
＝
市
民
参
画
課
（
〒

６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所
不
要
〉、
☎
６４
・

１
３
１
４
）

市
は
、
特
別
障
害
者
・
障
害
児

福
祉
手
当
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま

す
。
新
た
に
申
請
す
る
人
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
は
医
師

の
診
断
書
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
特
別
障
害
者
手
当
】

対
象
＝
重
度
の
障
が
い
が
２
つ

以
上
あ
り
、
常
時
特
別
の
介
護
が

必
要
な
在
宅
の
２０
歳
以
上
の
人

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

障
が
い
者
施
設
・
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
所
、
病
院
・
診
療
所

に
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
す
る
場

合
を
除
き
ま
す
。

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

対
象
＝
重
度
の
障
が
い
が
あ

り
、
常
時
特
別
の
介
護
が
必
要
な

在
宅
の
２０
歳
未
満
の
人

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
障
が
い
児
入
所
施
設
な
ど
に

入
所
、
障
が
い
に
よ
り
公
的
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

を
除
き
ま
す
。

な
お
、
発
達
障
が
い
が
あ
り
、

在
宅
で
特
別
の
介
護
が
必
要
な
人

も
、
特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉

手
当
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

障
害
福
祉
課
（
☎
６４
・

１
３
７
２
）

市
は
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

同
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接
種
で

す
。
接
種
方
法
・
副
反
応
な
ど

を
確
認
し
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。
一
度
接
種
し
た
人
は
、
５

年
以
内
に
再
接
種
す
る
と
副
反

応
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

過
去
に
接
種
し
た
人
は
、
十
分

に
期
間
を
空
け
主
治
医
と
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
期
限
＝
平
成
２６
年
３
月

３１
日
㈪

対
象
＝
７０
歳
以
上
（
接
種
日

現
在
）

助
成
額
＝
４
千
円
（
１
人
１

回
）申

請
方
法
＝
▼
市
内
医
療
機

関
で
接
種
す
る
場
合
…
健
康
推

進
課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
医

療
機
関
に
あ
る
申
請
書
で
助
成

券
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い

▼
市
外
医
療
機
関
で
接
種
す

る
場
合
…
接
種
費
用
を
全
額
支

払
っ
た
後
、
領
収
書
・
接
種
を

証
明
す
る
も
の
（
接
種
済
証
・

予
診
票
控
え
な
ど
）・
印
鑑
・

振
込
先
が
分
か
る
も
の
（
通
帳

な
ど
）
を
平
成
２６
年
４
月
１０
日

㈭
ま
で
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
後
、
指
定
口
座
に
振

り
込
み
ま
す

申
請
・
問
合
せ
先
＝
健
康
推

進
課
（
☎
６４
・
１
３
３
５
）

農業委員会は、農地の所有
者が管理できなくなった農地
（耕作放棄地）をなくすため
新制度を設けます。
貸し付けできる農地の登録を
（農地バンク制度）

登録した農地を新規就農者
などに斡旋します。借り手・
貸し手どちらも募集していま
す。

耕うん作業受託者を募集
（農地耕耘作業受託制度）
農地を管理できない人に代
わり、耕うんや除草などを年
２回以上行う受託者を募集し
ます。
【応募・問合せ先】
京田辺市農業委員会事務局

（☎ 64-1368）

家庭の二酸化炭素削減対
策を支援するため、太陽
光発電や燃料電池のシス
テム設置費を補助健やかな発達のため子

育て支援を充実

玉露の産地日本一を目
指し茶農家を支援

食育を推進し、児童の
健康づくりを支援

見直しを進める地震ハザー
ドマップ
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